ご使用になる前に . 

データ転送 （ OBEX ™ 通信）の準備の流れ . 

データ通信の準備の流れ . 

FOMA 端末とパソコンを接続ずる . 

インス I ル/アンインス I ル時のを意点 . 

L - IOC 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!ルずる . 

インス!ルしたし 10 C 通信設定ファイル（ドライバ）を確認ずる••… 
L - IOC 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインス!ルずる . 

ドコモコネクションマネージャを使って通信の設定を行5 

ドコモコネクションマネージャについて . 

ドコモコネクションマネージャをインス!ルずる前に . 

ドコモコネクションマネージャをインス!ルずる . 

ドコモコネクションマネージャを起動ずる . 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設定を行5 

ダイヤルアップネットワークの設定 . 

通信如〇 . 

AT コマンドについて . 


パソコン接続マニュアルについて 

本マニュアルでは、 L -10 C でデータ通信をする際に必要な事項についての説明をはじめ、 「 L -1 日 C 通信設定 
ファイル（ドライバ)」「ドコモコネクションマネージャ」のインス!-ールち法などを説明しています。お 
使いの環境によつては操作手順や画面び一部異なる場合びあります。 


L -10 C パソコン巧続マニュアル 


234已巨780 123已 6已7「 
1 1111 122 C 





















FOMA 端末か 5 利用できるデータ通信 


FOMA 端末をパソコンと接続して、パケット通信とデータ転送 （ OBEX ™ 通信）によるデータ通信をご利用 
いただけまず。 

-日 4 K データ通信には対応していません。 

• Remote Wakeup には対応していません。 

- FAX 通信はサポートしていません。 

. ドコモの PDA 「 si 呂 marion m 」 には対応していません。 


ドータ転送（日目 EX ™ 通信) 


画像や音楽、電話帳、メールなどのデータを、他の FOMA 端末やパソコンなどとの間で送受信しまず。 



- FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売) 
• microSD 力ード 
• ドコモケータイ datalink 


お知らせ 

-ド〕モケータイ datalink では、本 FOMA 端末からパソコンへの画像送信は行えません。 

- FOMA 端末で全件データ受信時、通信び中断され全件転送でさない場合は、 FOMA 端末内のデータを全件削除 
してから再度操作してください。 


パケット通信 


送受信したデータ量に応じて通信料金びかかる^1通信方式でず。ネットワークに接続したままの状態で必要な 
とさにのみデータを送受信ずる使いかたに適していまず。通信環境やネットワークの混雑状況の影響により通 
信速度び変化ずるベストエフォート方式による提供でず。 

ドコモのインターネット接続ヴービス rmopera UJ など、 FOMA パケット通信に対応した接続先を利用して、 
受信時最大 7.2 Mbps /送信時最大 384 kbps (ベストエフォート方式 2 の高速通信を行うことびできまず。 

《 ] 多量のデータ通信を行うと、通信料金び高額になりますのでごを意ください。 

《2 • 最大 7.2 Mbps •最大 384 kbps とは、技術規格上の最大値であり、実際の通信速度を示すものではありません。 
実際の通信速度は、ネットワークの混み具合や、通信環境により異なります。 

- FOMA 八イスピードエリア外や H に H - SPEED に対応していないアクセスポイントに接続するときは、通信 
速度び遅くなる場合びあります。 


L -10 C は、海外でも 3 G または GPRS ①パケット通信に対応したアクセスポイントを利用して、データ通信 
びでをまず。 




















ご利用にあたっての留意点 

インターネットサービスプ□バイダの利用料について 


インターネットを利用ずる場合は、ご利用になるインターネットサービスプ□バイダ a ソ降プ□バイダ）にが 
ずる利用料び必要になりまず。この利用料は、 FOMA サービスの利用料とは別に直接プ□バイダにおま仏い 
いただをまず。利用料の詳細については、ご利用のプ□バイダにお問い合わせください。 

ドコモのインターネット接続ヴービス 「 moperaU 」 をご利用いただけまず 。 「mopera U 」 をご利用いただ 
く場合は、お申し込みび必要（有料）となりまず。 


接続先（プ□バイダなど）の設定について 


パケット通信を行うときはパケット通信対応の接続先をご利用ください。 

- DoPa のアクセスポイントには接続でさません。 

- fmoperaj のサービス内容および接続設定ち法については 「 mopera 」 のホームページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / index.html 


パケット通信の条件 


FOMA 端末とパソコンなどを接続して通信を行うには、次の条件^び必要になりまず。ただし、条件び整って 
いても基地局の混雑状況や電波状態によって通信できないことびありまず。 

- FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 (別売）び利用でさるパソコンであること 
- FOMA ヴービスエ1」ア内であること 

-アクセスポイントび FOMA のパケット通信に対応していること 
《曰本国内の場合です。 



動作環境 


データ通信を利用ずるためのパソコン①動作環境は次のとおりでず。 

-動作環境の最新情報についてはドコモホームページをご確認ください。 


項目 

必要環境 

パソコン本体 

- PC / AT 互換機 

• US 目ポート （Universal Serial 目 US Spec げ ication Revl .1 /2.0準拠） 

-ディスプレイ解像度800 X 600ドット x ’5 、High Color (目已，已36色）じ(上を推奨 

0 S &1 

• Windows 7 (32 ビット/目4ビット） 

• Windows Vista (32 ビット/日4ビット） 

• Windows XP 

必要 メモリ X ’ 2 

• Windows 7 (32 ビット ） ：1 G バイト政上 
- Windows 7 (64 ビット）： 2白バイト政上 

• Windows Vista :已1 2 M バイト政上 

• Windows XP :1 28 M バイト必上 

八ードディスク 容量^ 

-已 M バイト政上の空き容量 

Web ブラウザ ^ 4 

• Internet Explorer 6.0政上 

メール ソフト 

• Windows メール、および Outlook Express 6.0 


《 ] 0 S のアップグレードや追加-変更した環境での動作は保証いたしかねます。 

《2必要メモ1」、八ードディスク容量は、パソコンのシステム構成によって異なる場合びあります。 
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ド'コモコネクションマネージャは、 ]0 M バイト政上の空き容量び必要です。 

ド'コモコネクションマネージャの場合のみ必要な動作環境です。 

ド'コモコネクションマネージャは、1024 X 目00ドット必上び必要で、1024 X 7目8ドットし U 上を推奨します。 


必要な機器 


データ通信を利用ずるには、 FOMA 端末とパソコンむ外に次の機器、およびソフトウェアび必要でず。 

- FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 (別売）または FOMA US 目接続ケーブル（別売） 

- 「 L - IOC 通信設定ファイル」（ドライバ） X ‘ 

《ドコモのホームページからダウン□ー ドしてください。 

お知らせ 

- US 目ケーブルは、専用の FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02、または FOMA US 目接続ケーブルをお買 
いホめ<ださい。パソコン用の USB ケーブルはコネクタ部の形状び異なるため使用でさません。 

- US 目 HU 目を使用すると、正萬に動作しない場合びあります。 


データ面送 (OBEX™ 通信）の準備の流れ 


FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）をご利用になる場合には、し1 0 C 通信設定ファイルをイン 
ス I -ールしてください。 



了一夕車石さ 


3 4 5 

《《※ 
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パケット通信を行う場合の準備について説明しまず。次のような流れになりまず。 

- US 目接続でデータ通信を行ラには 「 US 目モード設定」を「通信モード」に設定して < ださい。一 P 己 



し 10 C 通信設定ファイルとドコモコネクションマネージャについて 

し 10 C 通信設定ファイル 

FOMA 端末とパソコンを FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 (別売）で接続して、パケット通信やファイル 
転送をするために必要なソフトウェア（ドライバ）です。 

ドコモコネクションマネージャ 

パケット通信の接続先 （ APN ) やダイヤルアップなどの設定を簡単に行うためのソフトウェアです。 
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FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル 02 (別売）で接続ずる方法について説明し 
まず。 


[ US 巳モード設定 


USB モードを設定する 


FOMA 端末の 「 USB モード設定」を「通信モード」にしまず。 

] 曰 ► r 各種設定」 ► 「その他」 ► rusB モード設定」 



2 「通信 モー ド」 


お知らせ 

-通信モード動作中は、 USB モード設定の変更はでさません。 


FOMA 端末とパソコンを FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で接続する 


1 FOMA 端末の外部接続端子カバーを開け （〇)、 FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブ 
ル02の夕+部接続コネクタをラベル面を上にしてまっすぐ「カチッ」と音びするまで差 
し込む （©) 

2 FOMA 充電機能付 USB 接続ケーブル02の USB コネクタをパソコンの USB 端テに 
接続する （©) 



リリースボタン 


夕'！•部接続コネクタ 
(ラベル面が上） 





























取りがしかた 

① FOMA 巧電機能付 USB 接続ケープル02 (別売）のが部接続コネクタのリリースボタンを押しなが5、まっすぐ 
引き巧く （〇) 



②パソコンの USB 端子か5 FOMA 巧電機能付 USB 接続ケープル02を引き抜く （©) 


お知らせ 

-通信の切断、誤動作、データ消失の原因となるため、データ通信中に FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02 
を取りがさないで<ださい。 

- FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02のコネクタは無理に接続しないでください。故障の原因となります。 
各コネクタの向さや角度び正しくないと、接続でさません。各コネクタの向さや角度び正しいとさは、強い力を 
入れなくてわスムーズに接続でさるよラになっています。ラまく接続でさないとさは、無理に行わずに、わラー 
度コネクタの向さや角度、形状などを確認してください。 

- FOMA 充電機能付 US 目接続ケーブル02は無理に取り外さないでください。無理に引っ張ろうとすると故障の 
原因となります。 



L -10 C 通信設定ファイル（ドライバ）やドコモコネクションマネージャのインス!-ール/アンインス!-ール 
時は、次の点にごを意ください。 

-インス I -ール/アンインス I -ールを行う場合は、必ずパソコンの管理ち権限を持ったアカウントで行ってください。 
それ政外のアカウントでインス!-ール/アンインス!-ールを行うとエラーになります。パソコンの管理ち権限に関す 
る設定や操作については、をパソコンメーカまたはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

-インス!-ール/アンインストールを行ラ前に、他のソフトウェアび稼動していないことを確認してください。稼動し 
ている場合は、ソフトウェアを終了させてから行ってください。 

■ Windows 7の場合 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をク U ックしてください。パソコンの管理ち権限に 
関する設定や操作については、各パソコンメーカまたはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 

■ Windows Vista の場合 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表示された場合は、[許可]または[続行]をク U ックするか、パスワードを入 
力して [0 K ] をク U ックしてください。パソコンの管理ち権限に関する設定や操作については、各パソコンメーカ 
またはマイク□ソフト社にお問い合わせください。 
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し IOC 通信設定ファイル（ドライバ）をインス!^ールする 


FOMA 端末とパソコンをはじめて FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）で接続ずる場合は、 
L -10 C 通信設定ファイルをインス I ルしておく必要びありまず。 

- L -10 C 通信設定ファイルのインストールは、必ず FOMA 端末とパソコンび接続されていない状態で開始してくださ 
い。 

-操作の前に、必ず「インストール/アンインストール時のま意点」 （ P 6) を参照してください。 

例： Windows 7の場合 

] し1日 C 通信設定ファイルをドコモのホームページか5ダウン□ード 

http :// www . nttdocomo . caj | D / support / utilization / application / foma / com _ set / d 「 iver / index.html 
- FOMA 端末の機種をお確かめのうえ、お使いのパソコンび該当する 0 S を選択してダウン□ー ドしてください。 

2 夕’ウン〇—ドしたファイルをダブルクリック^ち军凍されたフォルダをダブルクリック^ 
表示されたフォルダをダブルクリック 

3 表示されたウィンドウか5 「 U 日 C _ ins . exe 」 をダブルクリック 

4 [インス!ル開始]をクリック 

インス!-ール完了画面び表示されたら、 [0 K ] をク1」ックします。 

5 FOMA 端末とパソコンを接続する 

パソコンび FOMA 端末を認識すると、ポップアップび出てドライバびインストールされます。 

続いて、 L -10 C 通信設定ファイルび正しくインストールされていることを確認してください。一 P 8 
-接続ち法^ド已 

- FOMA 端末の電源び入っている状態で接続してください。 




インストールしたし IOC 通信設定ファイル（ドライパ）を確認する 


L -10 C 通信設定フアイルび正しくインストールされていることを確認しまず。 

例 ： Windows 7の場合 

1 r © (スタート)」 ► r コント□—ルパネル」 ► 「システムとセキュリティ」を順にクリッ 
クする 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「システムとメンテナンス」を順にク U ックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「コント□-ルパネル」 ► 「パフオーマンスとメンテナンス」 ► 「システム」を順にクリックします。 

2 「デバイスマネージャー」をクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「デバイスマネージャ」 ► [続行]を順にク1」ックします。 

■ Windows XP の場合 

「八ードウエア」タブをク U ック ► [デバイスマネージャ]をク U ックします。 


お知らせ 

- L -10 C 通信設定ファイルをインストールするときに、正常にインス!-ールされない場合びあります。このような 
場合は、アンインストールの操作を行って L -10 C 通信設定ファイルを一度削除してから、再度インス I -ールして 
くださし、 - P 10 


3 各デバイス表示をクリックして、インス!ル 
されたドライバ名を確認する 

「ユニパ'-ヴルシ1」アルバスコント□-ラー」「ポート （COM 
と LPT )」 「モデム」の各デバイスにすべてのドライバび表示さ 
れていることを確認します。 



Windows 7の場合 

























デバイス表示 

ドライバ名 

ユニノくーヴルシ U アルノ（スコント□ーラー 

FOMA L 10 C 

ポート （ COM と LPT ) 

FOMA LIOC OBEX Port 

モデム 

FOMA LIOC 


FOMA 端末の通信ポート番号を確認ずるには 

ドコモコネクションマネージャを使わずに通信の設定を行ラとさ 
などに、 FOMA 端末のモデム名や通信ポート （ COM ポート）のま 
号び必要になる場合びあります。デバイスマネージャ画面から確認 
する方法を説明します。 

① FOMA 端末とパソコンを接続する 

-接続ち法^ド已 

② 「インストールした L -10 C 通信設定ファイル（ドライバ）を確認 
する」の操作1〜2を行う 

⑤「モデム」をクリック ►「 F 0 MAL 10 C 」 を選択►メニューバー 
か5 [操作] ► [プ□パティ]を順にクリック ► 「モデム」夕 
ブをクリックする 

「ポート:」のち側に FOMA 端末の COM ポートま号び表示され 
ます。 



デバイスのアイコンを確認ずるには 

ドライバび正しくインス I -ールされると、デバイスのアイコンも 
同時にインストールされます。 L -10 C のアイコンび正しく表示さ 
れているかどラかを確認するち法を説明します。 

- Windows XP 、 および 、 Windows Vista はデバイスアイコン 
機能には対応していません。 

① FOMA 端末とパソコンを接続する 

パソコンび FOMA 端末を認識すると、ポップアップび出てド 
ライパびインストールされます。 

-接続ち法^ P 己 

- FOMA 端末の電源び入っている状態で接続して<ださい。 

③ r ® (スタート)」 ► 「デバイスとプリンター」をクリックずる 

パソコンのデバイスとプ U ンター情報び表示されます 。 FOMA 
端末のデバイス情報とデバイスアイコンび正し<表示されてい 
るかを確認します。 
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し IOC 通信設定ファイル（ドライバ）をアンインストールする 


L -10 C 通信設定ファイルのアンインストールび必要な場合は、次の手順で行いまず。 

- L -10 C 通信設定ファイルのアンインス I ルは、必ず FOMA 端末とパソコンび接続されていない状態で開始してく 
ださい。 

-操作の前に、必ず「インストール/アンインストール時のを意点」 （ P 6) を参照してください。 

例： Windows 7の場合 

1 r © (スタート)」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「プ□グラムのアンインストール」を順 
にクリックする 

「プ□グラムのアンインス I -ールまたは変更」画面び表示されます。 

■ Windows Vista の 場合 

「@ (スタート)」 ► 「コント□-ルパネル」 ► 「プ□グラムのアンインス!ル」を順にクリックします。 

■ Windows XP の 場合 

「スタート」 ► 「コント□ールパネル」 ► 「プ□グラムの追加と削除」を順にク U ックします。 

2 FFOMALIOC USBJ を選択 ► 「アンインス!ルと変更」をクリックする 

■ Windows Vista の 場合 

「FOMA L]OC USB 」 を選択 ► 「アンインス!ルと変更」 ► [続行]をク U ックします。 

■ Windows XP の 場合 

「FOMAUOC USB 」 を選択 ► 「変更と削除」をク U ックします。 

3 [開始]をクリックする 

4 アンインス!ルの確認画面で [ OK ] をクリックする 

アンインス I -ールび終了します。 
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「ドコモコネクションマネージャ」は、定額データ通信および従 量 データ通信を行ラのに便利なソフトウェア 
でず。 rmoperaU 」 ①お申し込みや、お客様のご契約状況に応じたパソコンの設定を簡単に行うことびでき 
まず。 

また、料金カウンタ機能でデータ通信 量 や利用金額の目まを確認ずることもできまず。 



初期設定では表示されません。詳 
し<はドコモコネクションマネー 
ジヤのヘルプをご覧ください 


料金カウンタ 


接続/切断ボタン 


本書では、ドコモコネクションマネージャのインストール方法までをご案内いたしまず。 

端末を使ってインターネットに接続ずるためには、サービスおよびデータ通信に対応したインターネットサー 
ビスプ□バイダ （rm 叩 eraU 」 など）①ご契約び必要でず。 

詳しくは、ドコモのホームページをご覧ください。 


お知5せ 

<従量制データ通信 （ i モードパケット定額サービスなど含む）のご利用について> 

-パケット通信を利用して、画像を含むホームページの閲覧、データのダウン□ー ド（例:アプ U ケーシヨンや音楽- 
動画データ、 0 S •ウイルス対策ソフトのアップデート）などのデータ量の多い通信を行ラと、通信料び高額と 
なる場合びありますのでごを意<ださい。なお、本 FOMA 端末をパソコンなどに US 目ケーブルで接続してデー 
夕通信を行う場合は、 FOMA のパケット定額サービス「パケ•ホーダイ」、「パケ•ホーダイフル」の定額対象 
が通信となりますのでごを意<ださい。 

<定額データプランのご利用について> 

-定額データプランを利用するには、定額データ通信に対応した料金プラン-インターネットサービスプ□バイダ 
にご契約いただく必要びあります。詳しくはドコモのホームページをご確認ください。 

< mopera のご利用について> 

-接続設定ち法については 「 mopera 」 のホームページをご確認ください。 
http :// www . mopera . net / mopera / suppQrt / index.html 
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ドコモコネクションマネージャをインスI^ールする前に 


インス I -ールの流れ 


① FOMA 端末と FOMA 巧電機能付 USB 接続ケーブル02 (別売）または FOMA USB 接続ケースレ（別売）を用 
意する 

(2) ヴービスおよびインターネットサービスプ□バイダの契約内容を確認する 

⑤ドコモコネクションマネージャ 1 U がの接続ソフトがインストールされている場合は、必要に応じて自動的に起動し 
ないよラに設定を変更する 

-「ドコモコネクションマネージャじ(外の接続ソフトのご利用について」一 P 12 


Internet Explorer の設定について 

本ソフトをインストールする前に 、 Internet Explorer のインター 
ネットオプションで、 接続の設定を[ダイヤルしない]に設定し 
て < ださい。 


① Internet Explorer を起動し、[ツール] ► [インターネット 
オプション]を選択ずる 

③[接続]タブを選択し、[ダイヤルしない]を選択する 
⑤ [0 K ] をクリックする 



お知5せ 

くドコモコネクションマネージャ 1 U がの接続ソフトのご利用について> 

本ソフトには、じ(下のソフトと同等の機能び搭載されているため、じ(下のソフトを同時にご利用いただく必要はあ 
りません。 

必要に応じて、起動しない設定への変更やアンインス I -ールを実施してください。 

■ 同時利用いただく必要のないソフト 
• mopera U かんたんスタート 
- U かんたん接続設定ソフト 
- FOMA PC 設定ソフト 
- FOMA バイトカウンタ 

また、本ソフトで Mzone (ドコモ公衆無線 LAN サービス）を利用する場合は、政下の公衆無線 LAN 接続ソフト 
はアンインス I -ールを行ってください。 

※じ(下のソフトを同時にインス I ルした場合、本ソフトでの Mzone 接続はご利用いただけません。 

- U 公衆無線 LAN ユーティ U ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーティ I 」ティソフト 
-ドコモ公衆無線 LAN ユーテイ1」テイプ□グラム 


] ドコモコネクション マネー ジャを使用ず るユーザーで □グオンす る 

■ Windows 7 / Windows Vista の場合 

管理ちアカウントび必要です。管理者アカウント政がで□グオンしている場合は、インストールの途中で、ユー 
ヴー名とパスワードを入力する画面び表示されます。 

■ Windows XP の場合 

Administrators グループに所属しているユーヴーや「コンピュータの管理ち」のユーヴーで□グオンします。 


2 起動しているアプリケーションをすべて終了する 

ウイルス対策ソフトを含む、 Windows 上に萬駐しているプ□グラムわ終了します。 

-例：タスクバーに表示されているアイコンをちクリックし、[閉じる]または膨了]を選択します。 











































ドコモコネクションマネージャをインス!^ールする 


例 ： Windows 7の場合 

1 ドコモコネクションマネージャをドコモのホームぺージからタウン □ —ド 

http :// www . nttdocomo . co . jiD / support / utilization / application / service / connection_mana 呂 er / index . 
html 

-お使いのパソコンの OS をお確かめのうえ、該当するファイルを選択してください。 

2 rdcnn _ connect _ nnng _ setup . exeJ アイコンをダブルクリック 

-セキュ1」ティの警告画面び表示された場合は、「実行」をク U ックします。 


お知らせ 

- Windows XP で、 MSXML 6 - Wireless LAN A 円び環境にない場合は、ド〕モコネクションマネージャをイ 
ンス I -ールする前に、それらをインストールする必要びあります。確認の画面び表示されたときは [ Ins ね II ]ボ 
タンを押して、 MSXML 6 - Wireless LAN A 円をインス I -- ルします。 MSXML 6 - Wireless LAN A 円のイ 
ンストール完了後、 Windows を再起動すると、自動的にドコモコネクションマネージャのインストールびはじ 
まります。 


3 [はい]をクリックする 

- Windows Vista の場合は[続行]をクリックします 。 Windows XP の場合、「ユーヴーアカウント制御」画 
面は表示されません。すぐにセットアッププ□グラムび起動します。 

4 [次へ]をクリックする 
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を意事項を必ず確認のうえ、[次へ]をクリッ 
クする 


が ド コモコネ クシ ヨンマネージで 
なまま巧 


'/ 丈の;'主まま巧をわ読みください。 


「ド〕モコネクションマネージャ_!とは、にモの FOMA データ通信(を客員制およびな畳 g 
制〉のお続を席単に巧うお能や、巧頁データ巧情の柄育賴巧巧层するための料をわ 
ウンタなどの梢能を S ッヴージ化した FOMA データぶ信用のソフトウェアです。 r 定宮！ 
データブラン j ご寶巧のおを樣および r 巧きデータブラン J をご誇巧のおを樣がご利用 
いただけます。 


L パ々ット巧信巧のち巧を I 用に巧寸る:"なち 

Iコンビュータ寄こ培続してデータ巧信を巧う場合は、 FOMA のバクット定額ブービ 



使用許諾契約書の内容を確認のうえ、契約内 
容に同意する場合は、[使用許諾契約の条項に 
同意します]を選択し、[次へ]をクリックす 
る 



インス! -- ル先のフオルダを確認して、[次へ] 
をクリックする 


がドコモコネクシヨン7ネージで 


インスト-ルホのフオル巧 

このフオルタにイシストールする場合は、 r; 欠へ J を巧してください。則のフオル巧にイ 
シストづける巧合は、「あ更」を巧します。 


a ドコモコネクシヨシマネージサのインストール巧： 

C ザ Program 円 e^NTT DOCOMO¥dcm_connect_mn^ 


r 斑似."] 


r <戻る (B) 『 みへ (N) > i|r キャン加 I 


[インス!ル]をクリックする 

インストールびはじまります。 


がドコモコネ クシ ヨンマネージで 


プ□ヴラムをインストールするお巧びでさました W 

ウィザ-ドは、インストルを P 捕!台する戦なびできました。 docow 

r インストル」对甲して、イシストールを閲おしてください。 

, インストールの試ちをき照したりおあする巧合は、頂る J を巧してくだみ、 r キャンたル J を巧す 

と、ゥィザ-ドをが了します。 




































































9 [完了]をクリックする 

これでインス I -ールは完了です。 



ドコモコネクションマネージヤを起動する 


1 r @ (スタート)」 ► 「すべてのプ□グラム 」 ►「NTT DOCOMO 」 ►「ドコモコネクショ 
ンマネージャ」 ► 「ドコモコネクションマネージャ」を順にクリックする 

ドコモコネクションマネージャを起動します。 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「すべてのプ□グラム 」 ►「NTT DOCOMO 」► 「ド〕モコネクションマネージャ」►「ド 
コモコネクションマネージャ」を順にク U ックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ►「 NTTDOC 日 M 0」► 「ドコモコネクションマネージャ」 ► 「ドコ 
モコネクションマネージャ」を順にク U ックします。 

2 初回起動時には、自動的に設定ウィザードが表 
示される 

じ(降はソフトの案内に従って操作•設定をすることで、インター 
ネットに接続する準備び整います。 

詳しくは、『ドコモコネクションマネージャ操作マニュアル』 

をご覧ください。 



お知らせ 


インターネットブラウヴやメールソフトを終了した 
だけでは、通信は切断されません。 

通信をご利用にならない場合は、必ずドコモコネク 
シヨンマネージャの[切断する]ボタンで通信を切 
断して < ださい。 

0 S アップデートなどにおいて自動更新を設定して 
いると自動的にソフトウエアび更新され、パケット 
通信料び高額となる場合びございますのでごを意く 
ださい。 



接続/切断ボタン 
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ドコモコネクションマネージャを使用せずに、パケット通信のダイヤルアップ接続を設定ずる方法について説 
明しまず。 


接続先 （ APN ) を設定する 


パケット通信で使ラ接続巧 （ APN ) を設定しまず。接続巧 （ APN ) は最大11件設定でさ、登録番号 （ cid ) 
で管理しまず。 

設定には、 AT コマンドを入力ずるための通信ソフトび必要でず。ここでは Windows 標準添付の 「 A イパーター 
ミナル」 を使った設定方法を説明しまず。 

• お買い上げ時、登録ま号 （ cid )] には mopera . ne . jp 、 2には mopera . net 、 3には mopera . net 、 4には mpr . 

ex - pkt . net び設定されていますので、接続先を設定するとさは、己〜]]に設定してください。 

• Windows 7、および 、 Windows Vista は「八イパーターミナル」に対応していません 。 Windows 7、および、 
Windows Vis ねで設定する場合は 、 Windows 7、および 、 Windows Vista に対応する通信ソフトをご使用くだ 
さい。設定ち法については、ご使用になるソフトの取扱説明書などをご参照<ださい。 

•「 mopera 川に接続する場合は、接続先番号を「*9が**3#」に、 fmoperaj に接続する場合は、接続先番号を 
「*9が**1#」にすると、簡単に 「 moperaU 」 または fmoperaj を利用することびできます。 

- 「 moperaU 」 fmoperaj 政外の接続先 （ APN ) については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 

例 ： Windows XP ①場合 


] FOMA 端末とパソコンを接続する 

-接続ち法^ P 己 

2 「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「八イパーターミ 
ナル」を順にクリックずる 

八イノ く一夕一三ナルび起動します。 


3 「名前」欄に任意の接続先名を入力 ► [0 K ] を 
クリックする 



4 「電話番号」欄に実在しない電話番号 (roj 
など）を入力 ► r 接続方法」に 「 F 0 MAL 10 C 」 
と表示されていることを確認 ► [0 K ] をクリッ 
クする 

-複数のモデム名び「接続ち法」欄に表示されるとをは、 

FOMA 端末のモデム名を確認して、選択してください。 

一 P 8 
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5 接続画面で[キャンセル]をクリックずる 

八イパーター三ナルの入力画面び表示されます。 


& 接続先 ( APN ) を入力►巨]を巧す 

AT + CGDCONT =< cid>."<PDP type >"."< APN >" 回の形式 
で入力します。 


< cid >. く PDPtype >、 く APN > の部分には、それぞれ次の 
情報を任意で入力して < ださい。 

入力後、 「0 K 」 と表示されれば、接続先 （ APN ) の設定は完 
了です。 



cid 已に PDP type び PPP、APN が XXX.com の 
接続巧を登録する場合 


cid :已〜 ]] の内の任意の番号を入力します。 

《既に cid び設定されている番号を選択した場合は、設定び上書さされますのでごを意ください。 
PDP type :接続先び対応する接続ち式を PPP または IP のどちらかから選択して、""で囲んで入力します。 
APN :接続先 （ APN ) を’’’’で囲んで入力します。 


-入力した文字び表示されない場合は、 ATE ] 回を入力してください。 


■指定した cid の接続先 ( APN ) の設定をリセットする場合 

AT + C 白 DC 0 NT 二く cicl > 回を入力します。 

■ 設定されている接続先 ( APN ) を確認する場合 

AT + C 白 DC 0 NT ? 回を入力します。 

7 「ファイル」 ► 「八イパーターミナルの終了」を順にクリックする 


g 切断の確認画面で[はい]をクリック►保存の確認画面で[いいえ]をクリックする 

八イパーター S ナルび終了し、接続先 （ APN ) の設定び完了します。 


お知5せ 

-接続先 （ APN ) は、 FOMA 端ホに登録される情報のため、異なる FOMA 端ホを接続する場合は接続先 （ APN ) 
を登録し直してください。 

-パソコンに登録されている接続先 （ APN ) を継続利用する場合は、 FOMA 端末の同じ登録番号 （ cid ) に同じ接 
続先 （ APN ) を登録してください。 
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発信者番号の通知/非通知を設定する 


パケット通信時に接続巧に発信者番号を通知ずるかどうかを設定でさまず。ここでは、 AT コマンド 
(* DGRR 〕7> K ^ P 28) を使って、接続ずる前に設定ずる方法を説明しまず。 

発信者番号はお客様の大切な情報でず。通知ずる際には、十分ごミ主意ください。 

] r 接続先 （ APN ) を設定する」 （ P 16) の操作1〜曰を行う 

八イノ く一夕一三ナルび起動します。 


2 発信者番号の通知(186) /非通知 （184) を 
AT コマンドで設定する 

AT * D 白円 R 二 < n > の形式でじ(下のように入力します。 

入力後、 roK 」 と表示されれば、通知/非通知の設定は完了です。 

-入力した文字び表示されない場合は、 ATE ] 回を入力してく 
ださい。 

■ 発信を番号を非通知にする場合 

AT ホ D 白円 R 二]回 

発信/着信応答時に自動的に ] 84び付さます。 

■ 発信ちま号を通知ずる場合 

AT ホ D 白円 R 二2回 

発信/着信応答時に自動的に] 8目び付をます。 

■ * DGP 旧コマンドによる通知/非通知の設定を初期値（設定なし）に戻ず場合 

A い DG 円 R =0 回 



お知らせ 

-ドコモのインターネット接続ヴービス fmopera UJ または fmoperaj をご利用になる場合は、発信ち番号を「通 
知」に設定する必要びあります。 


接続先番号による発信者番号の通知/巧通知の設定について 

ダイヤルアップネットワークの設定時 （ P 19) に接続先ま号に]86 (通知）/184 (非通知）を付けてわ、発信ち番 
号の通知/非通知を設定でさます。 

接続先番号、および* DG 円 R コマンドの各設定による発信ち番号の通知/非通知の状態は政下のよラになります。 


接続先番号の設定 
( cid =3 の場合） 

* DGP 旧コマンドによる設定 

設定なし 

非通知 

通知 

* 日9 * * * 3 # 

通知 

非通知 

通知 

184 * 99 * * * 3 # 

非通知（接続先番号の設定 （184) び優先されます） 

186 * 99 * * * 3 # 

通知（接続先番号の設定 (186) び優先されます） 
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ダイヤルアップネットワークの設定をする 


パソコンから通信（ダイヤルアップネットワーク）①設定をしまず。 

- 「mopera U 」「 mopera 」 政がに接続する場合の設定内容については、ご利用のプ□バイダまたはネットワーク管理 
ちへお問い合わせください。 

例：く cid >=3 に登録されているドコモのインターネット接続ヴービス 「 m 叩 era U 」 へ接続ずる場合 


Windows 7で設定する場合 


1 r ® (スタート)」 ► r コント□—ルパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► r ネッ 
トワークと共有センター」を順にクリックする 

2 r 新しい接続またはネットワークのセットアップ」をクリックする 
3 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択 ► [次へ]をクリックする 
4 モデムの選択画面が表示された場合は 「 F 0 MAL 10 C 」 をクリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在するとさのみ表示されます。 

5 各種設定を行い、[接続]をクリックする 

-「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を入力しま 
す。 

-「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

-「ユーヴー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理者から指定された設定を入力します。 

• fmopera UJ または fmoperaj に接続する場合は、「ユーヴー 
名」「パスワード」は空欄でわ接続でさます。 


6 r (接続名）に接続中..」画面で[スキップ]をクリックずる 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

7 [閉じる]をクリックする 
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fi r © (スタート)」 ► r コント□—ルパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► r ネッ 
トワークと共有センター」を順にクリックする 

9 「アダプターの設定の変更」►作成したダイヤルアップのアイコンを選択►ちクリック 
して「プ□パティ」をクリックする 

]〇 「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場合は、「接続の方法」 

欄で「モデムー FOMA L 10 C 」 のみにチェックび付いていることを 
確認します（チェックび付いていない場合には、チェックします)。 

-「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていないことを確認しま 
す（チェックび付いている場合は、チェックをがします)。 



]] 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プ□バイダまたはネット 
ワーク管理者の指定に従って<ださい。 

- TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をク U ックします。設 
定については、プ□バイダまたはネットワーク管理者に確認して 
<ださい。 


越 FOMA のプロパティ 


連渡 オプショシ[たキユリテ iJ— ネットワーク t みち3 

この括続はみの巧目を读巧します脚： 

□ムインターネットプロトコルバージョン6 (TCP/IPv の 

□ jg Microsoft ネットヮ-ク用ファィルけリシタ-巧ち 

□ 4 Microsoft ネットワーク用ウライアント 


I 巧ィンスト-露- 1 みァンィシスト-ル(ぶI r プロバティ(段 I 
説明 

なをお腳プ日卜]ル/インタ-ネットプ日卜]ル。ホ目互な続されをさまさ’まね 
ネットワーク聞の通雪を提稱する、巧ミのワイドエリアネットワークプ□卜 
コルです。 


r QK 11 キサンむレ 1 


12 「オプション」タブをクリック ► [ PPP 設定]をクリックする 


n すべての項目のチェックを外す ► [0 K ] をクリツ 
。ク する 



]/1 「オプション」タブの画面で [0 K ] をクリックする 
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Windows Vista で設定する場合 


] 「@ (スタート)」 ► r 接続先」を順にクリックする 
2 「接続またはネットワークをセットアップします」をクリックする 
3 「ダイヤルアップ接続をセットアップします」を選択 ► [次へ]をクリックする 


4 モデムの選択画面が表示された場合は 「 FOMAL 1 日 C 」 をクリックする 

モデムの選択画面は、複数のモデムび存在するとさのみ表示されます。 


5 


各種設定を行い、[接続]をクリックする 

-「ダイヤルアップの電話番号」欄に接続先の番号を入力しま 
す。 

-「接続名」欄に任意の接続名を入力します。 

-「ユーヴー名」「パスワード」の各欄にプ□バイダまたはネッ 
トワーク管理ちから指定された設定を入力します。 

.fmopera UJ または fmoperaj に接続する場合は、「ユーヴー 
名」「パスワード」は空欄でわ接続でさます。 


をダイサルアップ巧巧を它ジトアップしまず 

イシターネットサービスプ□パイタ (ISP) の!^を入力します 

ヴィれレァップの臨ぉ追)： |*99***3# 


ュ_ヴ_を ( ぶ： 口 SP から付ちされたユーザーる] 



f シヨシにぶ: 


るぶラになります • 


6 r (接続名）に接続中..」画面で[スキップ]をクリックする 

接続テストは行わずに、設定のみ確認します。 

-[スキップ]をク U ックしない場合、インターネットに接続されますのでごま意ください。 


7 「接続をセットアップします」 ► [閉じる]をク 
リックする 


◎をダイサルアジ刀巧^をセットアップしまず 


イシターネジテストに失かしました 


鸟)因 


み I - Q 


♦ 巧まちします CO 

ネ间坦をを巧します (D) 

♦ 接持をセツトアツブします巧） 


8 「@ (スタート)」 ► r 接続先」を順にクリックする 

9 作成したダイヤルアップのアイコンを選択►ちクリックして「プ□パティ」をクリツ 
クする 
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IQ 「全般」タブの画面で設定を確認する 

パソコンに2台政上のモデムび接続されている場合は、「接続の方法」 
欄で「モデムー FOMA L 10 C 」 のみにチェックび付いていることを 
確認します（チェックび付いていない場合には、チェックします)。 

-「ダイヤル情報を使ラ」にチェックび付いていないことを確認しま 
す（チェックび付いている場合は、チェックをがします)。 


巧 FOMA のプロバティ 

["を！!を 111 オブシ3ンキ山!ティネ ’) トワ-ク jIiI 共ち 1 


國 



囚すぺてのデバイスで同じ#号を巧口化すの 
囚最細ホ用できるデ"イス咖タイヤルする姐 


巧註を号- 

ホ外局せ似 を註を号の: 



国香号/化巧をち脚: 


。巧イヤル括報をほう風 阿やルち挪拉 I 


r OK 11 そも妙 I 


]] 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を行う 

「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネットプ□卜 
コルバージョン4 ( TCP / IPV 4)」 にチェックを付けます。 

「 QoS パケットスケジューラ」の設定は、プ□バイダまたはネット 
ワーク管理者の指定に従って<ださい。 

- TCP / IP を設定する場合は、[プ□パティ]をクリックします。設 
定については、プ□バイダまたはネットワーク管理者に確認して 
<ださい。 



12 「オプション」タブをクリック ► [ PPP 設定]をクリックする 


1 Q すべての項目のチェックを外す ► [0 K ] をクリツ 
。ク する 


图 


の 段 F 擺瞬搜難 
回の卜かアじよる圧痛を巧うの） 

因単ーリンウ巧掃に巧してマルチリンクをネコシエ-卜する ( M ) 


0K ][ キヤンたル—I 


]/1 「オプション」タブの画面で [0 K ] をクリックずる 
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Windows XP で設定する場合 


1 「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► r 新しい接続ウイ 
ザード」を順にクリックする 

2 新しい接続ウイザード画面で[次へ]をクリッ 
クする 


3 「インターネットに接続する」を選択 ► [次へ]をクリックする 
4 「接続を手動でセットアップする」を選択 ► [次へ]をクリックする 
5 「ダイヤルアップモデムを使用して接続する」を選択 ► [次へ]をクリックする 


6 「デバイスの選択」画面が表示された場合は「モデムー FOMAL 1 OCJ を選択 ► [次へ] 
をクリックする 

デバイスの選択画面は、複数のモデムび存在するとをのみ表示されます。 



9 接続の利用節囲を選択 ► [次へ]をクリックする 

ユーヴーの選択を任意で行つてください。 

-パソコンの設定によっては、この画面び表示されない場合びあります。 
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IQ 「ユーザー名」「パスワード」 r パスワードの確 
認入力」の各欄に入力 ► [次へ]をクリックす 
る 

プ□バイダまたはネットワーク管理者から指定された設定を入 
力します。 

• fmopera UJ または 「 mopera 」 に接続する場合は、空欄 
でち接続でさます。 



]] [完了]をク U ックずる 


12 「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセサリ」 ► 「通信」 ► 「ネットワーク接 
続」を順にクリックする 


13 作成したダイヤルアップのアイコンを選択 ► 
「この接続の設定を変更する」をクリックする 



乃イルの慮集©ま示がわ試；;入り姐ツ-ルの註細設定お）ヘルプな） 

0鼠 • 〇 . か _p がまなフ祕国， 

アドレスの1♦わトワ-贿続 


*1 LAN まを a 首 ま イントネ，卜 

回 巧しい巧倚を巧ぶする 
今 ホーム/小お巧オフィスの本。 

* トワーゥをセ，トァ。ブする 
♦ Wndows ファイアり才-ルの 

A この接続淵妃する 
马（この巧椅のるおを巧ぞする 
a この 巧搞を刖陈 する 

1 因この按爲の設定城ちする 1 

を 

□一れレエリア描待 

タイ古ルアタブ 

その ft 0' 

[> コント□ールパネル 
y がネヴトワ-ウ 
i □マィドキュタント 
jj が〕ンビュ-夕 

i [5 

•細!^ 


] A 「全般」タブの画面で設定を確認する 

-パソコンに2台政上のモデムび接続されている場合は、「接 
続ち法」欄で「モデムー FOMA L 10 C 」 のみにチェックを付 
けます。 

-「ダイヤル情報を使ラ」のチェックをがします。 
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]5 「ネットワーク」タブをクリック►各種設定を 
行う 

-「呼び出すダイヤルアップサーバーの種類」欄は、 

rPPP:WindQws 9己/ 98/ NT 4/200 aintemet 」 を還択し 
ます。 

-「この接続は次の項目を使用します」欄は、「インターネット 
プ〇トコル( TCP / IP )」にチェックを付けます。 「 QoS パケッ 
トスケジューラ」の設定は変更でさません。 



[設定]をクリックずる 


17 ずべての項目のチエックを外す ► [0 K ] をクリツ 
クする 



W 「ネットワーク」タブの画面で [0 K ] をクリックする 



ドコモコネクションマネージャを使わない通信および通信の切断の操作について説明しまず。 

-通信する前に FOMA 端ホびパソコンに正しく接続されていることを確認してください。一 P 已 
-通信するときは、設定に使用した FOMA 端末を接続してください。異なる FOMA 端末を接続した場合は、 L -10 C 通 
信設定ファイルの再インストールび必要になる場合びあります。 

例： Windows 7の場合 

1 r ® (スタート)」 ► r コント□—ルパネル」 ► r ネットワークとインターネット」 ► r ネッ 
トワークと共有センター」 ► 「アダプターの設定の変更」を順にクリック►設定した 
接続先のアイコンをダブルクリックする 

■ Windows Vista の場合 

「@ (スタート)」 ► 「接続先」を順にク U ック►設定した接続先を選択 ► [接続]をク U ックします。 

■ Windows XP の場合 

「スタート」 ► 「すべてのプ□グラム」 ► 「アクセヴ1」」 ► 「通信」 ► 「ネットワーク接続」を順にクリック ► 
設定した接続先のアイコンをダブルク IJ ックします。 
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2 


r ユーザー名」「パスワード」を入力 
► [ダイヤル]をクリックする 

接続先に接続されます。 

• fmopera UJ または fmoperaj に接続する場合は「ユーヴー名」「パ 
スワード」のを欄は空欄のまま、[ダイヤル]をク U ックしてち接続 
でさます。その他のプ□バイダやダイヤルアップ接続を選択した場 
合は、「ユーヴー名」「パスワード」のを欄に入力し、[ダイヤル]を 
ク U ックしてください。 

-ユーヴー名とパスワードの保を、またはパスワードの保存にチエッ 
クを付けると、次回からは入力を省略できます。 

- 0 S の種類によっては、ダイヤルアップを接続すると接続の完了画 
面び表示されます。ただし、政前に接続完了のメッセージを表示し 
ない設定にした場合は、完了画面は表示されません。 



r 


通信を切断する 


インターネットブラウザを終了しただけでは通信び切断されない場合びありまず。次の操作を行い、確実に切 
断して < ださい。 


例 ： Windows 7の場合 

] パソコンのタスクトレイのダイヤルアップアイコンをクリックする 

接続状態を示す画面び表示されます。 

2 [切断]をクリックする 


因 


通信び切断されます。 






み 


インターネットアク它ス 


ダイかレアップと VPN 


巧嚇みな 
I 切がの）] 


SOWLAPba 


SOWLAPb 


ネットワークと巧有它ンターを閱く 


お知5せ 

-パソコンに表示される通信速度は、実際の通信速度とは異なる場合びあります。 
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パソコンで FOMA 端末の機能の設定や状態の確認を行ラためのコマンド（命令）でず。通常は通信ソフト 
び AT コマンドを発行ずるので、 AT コマンドを意識ずる必要はありません。独自に AT コマンドを入力して 
FOMA 端末を制御したい場合に利用しまず。 


AT コマンドの入力お式 


AT コマンドの入力は八イパーターミナルなどの通信ソフト①ターミナルモード画面で行いまず。 

-ターミナルモードとは、パソコンで入力された文字び通信ポートに接続されている回線に送信されるモードのことを 
术し占 9。 


入力例 


ATD * 9日*** 1 # 回 

L —リターンマーク 

-パラメータ：コマンドの内容でず。 

-コマンド名 

- AT コマンドは、コマンドに続くパラメータ（数字や記号）を含めて、必ず]行で入力します。通信ソフトのター三 
ナルモード画面では、最初の文字から回の直前の文字までび「1行」になります。 AT コマンドち含めて2已6文字 
まで入力でさます。 

- AT コマンドは、コマンドに続くパラメータわ含めて、必ず半角英数字で入力してください。 

-入力した文字び表示されない場合は、 ATE 回を入力してください。 



L -10 C Modem で使用できる AT コマンドでず。 

-政下のコマンドは、入力可能ですび機能しない無効なコマンドです。 
-AT ( AT のみ入力） 

- ATSO (自動着信するまでの呼び出し回数設定） 

- ATS 日（ダイヤルするまでのポーズ時間設定） 

- ATS 8 (カンマダイヤルによるポーズ時間設定） 

- ATS 10 (自動切断までの遅延時間設定） 


AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

A / 

直前に実行した AT コマンド 
を再実行します。入力の最後 
にキヤ U ツジリターン （ CR ) 

の入力は不要です。 


A / 

0 K 

AT%V 

FOMA 端末のバージョンを 


AT%V 

L 10 C - 

MSM 1350- 

VXXX - XXX - XX - 

XXXX - DCM-JP 

X [XXX XX 

2011 XX : XX : XX ] 

OK 

AT & C く n > 

DTE への回路 CD 信号の動 
作条件を選択します。 

n 二0 : CD は萬に ON 
n 二]: CD は相手モデムのキヤ U 
アに応じて変化する湖期 
値） 

AT&Cl 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT & D < n > 

DTE から受け取る回路 ER 信 
号びオンまたはオフへ遷移し 
たとをの動作を選択します。 

n =0 : ER の状態を無視する（常 
に ON とみなします） 
n =2 :回線を切断し ER び ON か 
ら OFF に変化すると、オフ 
ラインコマンド状態になる 
湖則直） 

AT & D 2 

0 K 

AT&F く n > 

すべてのレジスタを工場出荷 
時の設定値に戻します。通信 
中にこのコマンドび入力され 
た場合は、回線切断の処理び 
行われます。 

n =0 のみ指定可能（省略可） 


AT & W < n > 

現在の設定値を FOMA 端末 
に記憶します。 

n =0 のみ指定可能（省略可） 

- 

A い DANTE 

FOMA 端末の電波状態（ア 
ンテナマークの棒の本数）を 
表术します。 

U ヴルトの書式： 

ホ DANTE : く m > 
m 二0 :圏外の状態 
m 二]:アンテナび0本または]本 
表示される状態 

m 二2 :アンテナび2本表示される 
状態 

m 二3 :アンテナび3本表示される 
状態 

A い DANTE 
* DANTE :3 

OK 

AT ホ D 白円 R 二く n > 

パケット通信時に、接続先へ 
の発信ち番号の通知/非通知 
を設定します。 

本コマンドの設定は、発信時 
に有効です。 

なお、ダイヤルアップネット 
ワークの設定で、接続先の番 
号に] 84(非通測/186 (通 
知）を付けてわ設定でさます。 
一 P 19 

n 二0 : APN の設定のまま接続 
n = l : APN に184 (非通知）を 
付加して接続 

n =2 : APN に] 8目（通知）を付 
加して接続 

AT * DGPIR ? 

:現在の設定値を表示する 

A い DG 円 R =0 

OK 

A い DGPIR ? 

* D 白円 R :0 

OK 

AT *DRPW 

FOMA 端末の受信電力指標 
値を表示します（最小値〜最 
大値： 0〜7己)。 


AT * DRPW 
ホ DRPVV :2 已 

OK 

AT+CACM 二’’く pas 
swd >" 

ドコモ UIM カードに記録さ 
れる累積課金の値をリセット 
します。 

passwd : 円 N 2コード 
入力した円 N 2コードび正しかった 
場合は、累積課金の値を U セットし 
ます。 

(円 N 2コードとして 
「1234」を入力） 
AT + CACM ="1234" 
OK 

AT+CBC 

FOMA 端末の電池残量を表 

U ヴルトの書式： 

+ C 目じく bcs > ，く bcl > 
bcs =0: 電池パックより電源び供 
給されている状態 
bcs = l :電池パックより電源び供 
給されていない状態 
bcs =2 : FOMA 端ホに電池パッ 
クび接続されていない状 

宫 to 

bcs 二3 :電源供給エラーによる 
FOMA 端末から発信不 
可の状態 

bcl :電池残量を〇〜100の 

数値で表示する 

AT+CBC 
+ C 巨じ0,70 

OK 

AT+CGDCONT 

パケット通信の接続先 
( APN ) を設定します。 

P 34 をご参照ください。 

P 34 をご参照ください。 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + C 白 E 日 MIN 

PPP パケット通信の接続確 
立時にネットワーク側から通 
知される QoS (サービス品 
質）を許容するかどラか判定 
する基準値を登録します。 

P 34 をご参照ください。 

P 3 已をご参照ください。 

AT+CGEQREQ 

PPP パケット通信の発信時 
にネットワーク側へ要まする 
QoS (サービス品質）を設定 
します。 

P 3 已をご参照ください。 

P 3 已をご参照ください。 

AT+CGMR 

FOMA 端末のバージョンを 


AT+CGMR 

XXXXXXXXXXX 

XXXXX 




OK 

AT + CGREG 二く n > 

ネットワークへの登録状態を 
通知するかどラかを設定しま 
す。ネットワークから応答さ 
れる通知情報に応じて圏内ま 
たは圏外を表示します。 

n 二0 :通知なし湖期値） 
n = l :通知あり 

圏内/圏がび切り替わると 
通知する 

AT + C 白 REG =] 

OK 

施知ありに設定した 
場合） 



AT + CGREG ? 

:現在の状態を表示する 

AT + CGREG ? 
+ CGREG : 1，0 



U ヴルトの書式： 

+ CGREG : く n > ，く stat > 
n :通知のあり/なしの現在の設 
定値を表示する 
stat =0 :パケット通信圏外 
stat = l :パケット通信圏内 
stat =4 :不明 

stat 二已：パケット通信圏内 （□— 
三ング時） 

0 K 

(パケット通信圏外の 
場合） 

AT+CGSN 

FOMA 端末の製造番号を表 


AT+CGSN 

XXXXXXXXXXX 

XXXX 




OK 

AT + CMEE 二く n > 

FOMA 端末のエラーレポー 
卜の有無を設定します。 

n 二0 :通萬の ERROR リザルトを 
用いる（初期値） 

n 二 ]: +CME ERROR : く err > U 
ヴルトコードを使用し、 

く er 「> は数値を用いる 
n 二2 : +CME ERROR : く err > IJ 
ヴルトコードを使用し、 

く er 「> は文字を用いる 
AT + CMEE ? 

:現在の設定値を表示する 
ち記は誤った円 N □ック解除コー 
ド、および円 N ]/ 円 N 2コードを 
入力した場合の表示例です。 

AT + CMEE =0 

OK 

AT+C 円 N =’’123 

4 已 678", "1234" 
ERROR 

AT + CMEE =1 

OK 

AT+C 円 N 二’’ 123 

4 已 678", "1234" 
+CME ERROR : 

16 




AT + CMEE =2 

OK 




AT+C 円 N =’’123 

4 已 678"’" 1234" 
+CME ERROR : 
incorrect 
password 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CNUM 

FOMA 端末の自局電話番号 

U ヴルトの書式： 

AT+CNUM 


を表示します。 

+ CNUM :， く number 〉 ，く type 〉 
number :自局電話番号 
ty 136=129 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含まない 
type 二] 4已 

:電話番号に「+」（国際アクセス 
コード）を含む 

+ CNUM :,’’ 090 XX 
XXXXXX ". 129 

OK 

AT+CPAS 

FOMA 端末への制御信号び 

U ヴルトの書式： 

AT+CPAS 


使用でさる状態かどラかを表 

+ CPAS : く pas > 
pas 

0: F 0 MA 端末への制御信号の送受 
信び可能 

+ CPAS :0 

OK 

AT+C 円 N 二’’く pin >’’ 

FOMA 端末に円 N コードを 

円 N ]/ 円 N 2/円 N □ック解除コー 

AT + CPIN ? 

[’’’ く newpin >’’] 

入力します。 

ドを入力します。 

AT + CPIN ? 

:円 N ] または円 N 2コードの状 
態を示します。 U ヴルトコード 
につしては P 36 を参照してくださ 
い。 

《 AT + CPIN によって PIN 認証は 
可能ですび、 FOMA 端末には表 
示されません。ごを意< ださい。 

+CPIN : SIM 円 N 

OK 

(円 N ] または円 N 2 
二!ードとして「1234」 
を入力） 

AT+C 円 N 二’’ 1234" 

OK 

(PIN □ックち军 
除コードとして 
「1234己678」、新し 
い円 N ] または円 N 2 
二!ードとして「1234」 
を入力） 

AT+C 円 N =’’123 

4已 678", "1234" 

OK 

AT + CPUC 二’’く cun 

ドコモ UIM カードの通貨テー 

passwd : PIN 2 コード 

(円 N 2コードとして 

ency >"；'< ppu >"[," 

ブルを書さ換えます。 


「1234」を入力） 

< Passwd >"] 


※入力した円 N 2コードび誤って 
いた場合は、 ERROR 」 び表示 
されます。 

AT + CPUC ? 

:現在の設定値を表示する 

AT+CPUC 
二’’ YEN ’’，’’0.2’’，’’12 

34" 

OK 

AT + CPUC ? 

+ CPUC :" YEN ", 

"0.2" 

OK 

AT+CPUC =? 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT+CRE 白二く n > 

圏内/圏外情報の表示に関す 

n =0 :通知なし湖期値） 

AT+CRE 白 =] 


る U ヴルト表示の有無を設定 

n 二]:通知あり 

0 K 


しますり（ソコンの 0 S によつ 

圏内/圏がび切り替わると 

(通知ありに設定） 


ては設定でさない場合びあり 
ます)。 

通知する 

AT + CREG ? 



AT+CRE 白？ 

+ CREG : 1,0 



:現在の状態を表示する 

0 K 



U ヴルトの書式： 

+ CREG : く n > ，く stat > 

(圏外の場合） 



n :通知のあり/なしの現在の設 

+ CREG :1 



定値を表示する 

(圏外から圏内に移動 



stat 二0 :音声圏が 
stat 二]:音声圏内 
stat =4 :不明 

stat 二日：音声圏内（□ー ミング時） 

した場合） 

AT + FCLASS = く n > 

FOMA 端末びヴポートする 

n =0 :データのみサポート（初期 

AT+FCLASS 二0 


通信種別を設定します。 

値） 

0 K 



AT + FCLASS ? 




:現在の設定値を表示する 


AT+GCAP 

FOMA 端末の AT コマンドの 

- 

AT+GCAP 


サポート能力を表示します。 


+白 CAP :+ CGSM , 
+ FCLASS.+W 




OK 

AT + 白 Ml 

製造元名を表示します。 

— 

AT+GMI 

LG Electronics Inc 




OK 

AT+GMM 

FOMA 端ホの製品名を表示 

- 

AT+GMM 


します。 


FOMA LIOC 




OK 

AT+GMR 

FOMA 端末のバージョンを 

- 

AT+GMR 


表 7 R します。 


LIOC - 
MSM ]3 已 0- 
VXXX - XXX - XX - 
XXXX - DCM-JP 

X [XXX XX 

2011 XX : XX : XX ] 




OK 

AT + IFC 二く n > ，く m > 

フ□一制御ち式を設定しま 

n : DCE by DTE 

AT+IFC 二 2,2 


す。 

m : DTE by DCE 

OK 



く n >,< m > のパラメータ 

AT + IFC ? 



0: フ□一制御なし 

+ IFC :2,2 



1: X 0 N / X 0 FF フ□-制御 

2: RS/CS ( RTS / CTS ) フ□-制 

OK 



御湖期値） 




AT + IFC ? 




:現在の設定値を表示する 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

AT + WS 46 二く n > 

FOMA 端末び使用する無線 
ネットワークを設定します。 

n =]2: 白 SM 

n 二 22:3 G ( W - CDMA ) 

n 二2己：自動切り替え湖期値） 

AT + WS 46? 

:現在の設定値を表示する 

AT + WS 46=22 

ERROR 

AT + WS 46? 

2已 

OK 

AT¥S 

現在設定されている各コマン 
ド、 S レジスタの内容を表示 
します。 


AT¥S 

El QO VI X 4 
& C 1 & D 2 
3000=000 
3003=013 
3004=010 

SOO 已 =008 
3006=005 
3007=060 
3008=003 
3010=001 

OK 

ATD 

発信処理を行います。 

入力の書式： 

ATD ネ99ホホホ < cid ># 
ci 出 + CGDCONT コマンドで言受定 
した APN の登録番号 （ cid ) を] 

〜 1] で入力します。 

- cid を省略して 「 ATD *99***#」 
と入力すると、自動的に cid ] に 
登録されている APN に発信さ 
れます。 

ATD *99***3# 

CONNECT 

ATE く n > 

コマンドモードのとさに DTE 
に対するエコーバックの有無 
を指定します。 

n 二0 :エコーバックなし 

n = l :エコーバックあり（初期値） 

ATE ] 

OK 

ATI く n 〉 

認識コードを表示します。 

n 二0 : 「NTT DoCoMo 」 を表示す 
る 

n = l :製品名を表示する 
n =2 : FOMA 端末のバージョンを 
お术す。 

n =3 : ACMP 信号の各要素を表示 
する 

n =4 : FOMA 端末の通信機能の詳 
細を表示する 

ATIO 

NTT DoCoMo 

OK 

ATI ] 

FOMA LIOC 

OK 

ATQ < n > 

DTE への U ヴルトコードを 
表示するかどラか設定しま 
す。 

n =0 :表示する（初期値） 
n 二].表术しない 

ATQO 

OK 

ATQl 

(このとを、 「0 K 」 は 
表示されない） 

ATS 3 二く n > 

キャ U ッジリターン （ CR ) 
キャラクタを設定します。 

n 二13 :初期値 （13 のみ設定で 
さます） 

ATS 3? :現在の設定値を表示する 

ATS 3 二] 3 

OK 

ATS 3? 

013 

OK 
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AT コマンド 

概要 

パラメータ/説明 

コマンド実行例 

ATS 4 二く n > 

ラインフィード ( LF ) キヤラ 
クタを設定します。 

n =10 ：初期値 （10 のみ設定で 
さます） 

ATS 4? :現在の設定値を表示する 

ATS 4=10 

OK 

ATS 4? 

010 

OK 

ATS 已二く n > 

バックスペース（目 S ) キヤ 
ラクタを設定します。 

n 二8 :初期値 （8 のみ設定でさま 
す） 

ATS 己？：現在の設定値を表示する 

ATS 已二8 

OK 

ATS 己？ 

008 

OK 

ATV く n > 

すべての U ヴルトコードの表 
示を数字または英文字に設定 
します。 

n 二0:リヴルトコードを数値で表 
示する 

n 二]:1」ヴルトコードを文字で表 
示する（初期値） 

ATV ] 

OK 

ATX く n > 

接続時の CONNECT 表示 
に速度表示の有無を設定しま 
す。また、ビジートーン、ダ 
イヤルトーンを検出します。 

n 二0:ビジートーン検出なし、 
ダイヤルトーン検出なし、 
速度表术なし 

n =] :ビジートーン検出なし、 
ダイヤルトーン検出なし、 
速度表示あり 

n 二2 :ビジートーン検出なし、 
ダイヤルトーン検出あり、 
速度表示あり 

n 二3:ビジートーン検出あり、 
ダイヤルトーン検出なし、 
速度表示あり 

n 二4:ビジートーン検出あり、 
ダイヤルトーン検出あり、 
速度表示あり（初期値） 

ATX ] 

OK 

ATZ 

AT コマンドの設定を、不揮 
発メモ1」の内容に U セットし 
ます。通信中にこのコマンド 
び入力された場合は、設定は 

U セットされません。 


ATZ 

OK 
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AT コマンドの補足説明 


■ コマンド名： + CGDCONT = [パラメータ] 

* 概要 

パケット発信時の接続先 （ APN ) の設定を行います。 

本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & F による1」セットは行われません。 

垂まず 

+ CGDCONT = [< cid > [ ，"く PDP type >" [ ,"< APN >"]]] 

-パラメータ説明 
く cicl> 《 i ：1 ~ 11 
< PDP type >《2 : PPP または IP 
く APN >《3 :任意 

《 ]< cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理する番号です。本 FOMA 端 
ホでは ] 〜]]び登録でさます。 

なお、く cicl > 二]にはく PDP _ type >= PPP , く APN >= mope 「 a . ne . j | D 、< cicl > 二2にはく PDP _ 
type > 二 PPP , く APN >= mopera . net 、< cid >=3 には く PDP _ type >= IP , く APN >= mopera . net ' 
< cid >=4 にはく PDP _ ty | De > 二 PPP , く APN >= mpr . ex - pkt . net び初期値として登録されています。 

《2 く PDPtype > は、パケット通信の接続ち式です。接続先び対応する接続ち式を PPP または IP のどちら 
かから選択して入力します。 

《3 く APN > は、接続先を示す接続先ごとの任意の文字列です。 

-コマンド実行例 

abc という APN 名を登録する場合のコマンド （ cid 己に登録する場合） 

AT+CGDCONT 二己," IPV ’ abc " 

OK 

-パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGDCONT = 

:すべてのく cicl > を初期値に戻します。 

AT+CGDCONT 二く 加> 

:指定されたく cid > を初期値に戻します。 

AT + CGDCONT =? 

:設定可能な値の U スト値を表示します。 

AT + CGDCONT ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQMIN = [パラメータ] 

• 概要 

パケット通信確立時にネットワーク側から通知される QoS (サービス品質）を許容するかどラかの判定基準値を 
登録します。 

本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & F による U セットは行われません。 

-書式 

+ CGEQMIN 二 [< cid > [，，く Maximum bitrate UL > [ ，く Maximum bitrate DL >]]] 

- パラメータ 説明 
く cicl> 《 i ：1 ~ 11 

く Maximum bitrate UL >*^ :なし（初期値）または384 
<Maximum bitrate DL >^^ :なし（初期値）または7,232 

く cicl > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理するま号です。 

《2 <Maximum bitrate UL > およびく Maximum bitrate DL > は、 FOMA 端末と基地局間の上りおよび下り 
最大通信速度 [ kbps ] の設定です。なし（初期値）の場合はすべての速度を許容しますび、384および7,232 
を設定した場合はこれらの値必がでの速度の接続は許容しないため、パケット通信び接続でさない場合びあ 
りますのでごを意ください。 
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-コマンド実行例 

(1) 上り/下りすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び2の場合） 

AT + CGEQMIN =2 

OK 

(2) 上り 384 kbps /下り7.232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT + CGEQMIN =2„ 384,7232 

OK 

(3) 上り 384 kbps / 下りはすべての速度を許容する場合のコマンド （ cid び2の場合） 
AT + CGEQMIN =2,,384 

OK 

(4) 上りすベての速度/下り7,232 kbps の速度のみ許容する場合のコマンド （ cid び4の場合) 
AT + CGEQMIN =4 …7232 

0 K 

-パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQMIN = 

:すべてのく cicl > を初期値に戻します。 

AT + CGEQMIN =< cid > 

:指定されたく cicl > を初期値に戻します。 

AT + CGEQMIN =? 

:設定可能な値の U スト値を表示します。 

AT+C 白 EQMIN ? 

:現在の設定を表示します。 

■ コマンド名： + CGEQREQ = [パラメータ] 

-概要 

パケット通信の発信時にネットワークへ要ホする QoS (サービス品質）を設定します。 

次のコマンド実行例に記載されている]種類のみ設定でさ、初期値としてち設定されています。 

本 コマン ドは設定 コマン ドですび、 & F による U セットは行われません。 

• まず 

+ CGEQREQ = [< cid >] 

-パラメータ説明 
< cid >^ : ] 〜 ]] 

※く cid > は、 FOMA 端末内に登録するパケット通信での接続先 （ APN ) を管理するま号です。 

-コマンド実行例 

上り 384 kbps /下り7.232 kbps の速度で接続を要ボする場合のコマンド （ cid び2の場合） 

AT + CGEQREQ =2,2,384,7232 

OK 

-パラメータを省略した場合の動作 
AT + CGEQREQ 二 

:すべてのく cicl > を初期値に戻します。 

AT + CGEQREQ 二く cid > 

:指定されたく cicl > を初期値に設定します。 


エラーレポートー覧 


数字表示 

文字表示 

理由 

10 

SIM not inserted 

ドコモ UIM カードびセットされていません。 

15 

SIM wrong 

ドコモじ(外の SIM ( ドコモ UIM 力ードに相当するに力ード） 

び挿入されています。 

16 

incorrect password 

パスワードび誤っています。 

100 

unknown 

不明なエラーです。 
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リザルトコード 


■リザルトコードー覧 


数字表示 

文字表示 

意味 

0 

OK 

正南に実行しました。 

1 

CONNECT 

ネ目手と接続しました。 

2 

RING 

着信しています。 

3 

NO CARRIER 

回線び切断されました。 

4 

ERROR 

コマンドを受け付けることびでさません。 

6 

NO DIALTONE 

ダイヤル1-ーンび検出でさません。 

7 

BUSY 

話中音検出中です。 

8 

NO ANSWER 

接続完了（タイムアウト） 

100 

RESTRICTION 

ネットワークび規制中です。 


お知らせ 

- ATVn コマンド （ P 33) び n = l に設定されている場合は文字表示（初期値)、 n =0 に設定されている場合は数 
字表示で1」ヴルトコードび表示されます。 


■ AT+CPIN ? ①リザルトコード 


FOMA 端末の状態 

リザルトコード 

入力待ち 

+ C 円 N : SIM 円 N (円 N ] コードの場合） 

+ C 円 N : SIM 円 N 2 (円 N 2コードの場合） 

円 N □ック解除コード入力待ち 

+ C 円 N:SIM PUK (円 N ] コードの場合） 

+ C 円 N:SIM PUK 2 ( PIN 2 コードの場合） 

PIN コード認証済み 

+C 円 N:READY 

不適切なコマンドび入力された状態 

+CME ERRORioperation not allowed 

コマンド誤入力 

ERROR 


Temporit, sunt mod eum ea volupta spenant quod eum hil magnatur? 日 ui nusam eror aspisit 
voloribea sequunt laut et lant qui demquat etum fugit, sinvenis porerum ipsandu ciusam que 
corum explis nia corepre cullorit modicit, te voluptata veligen istibea rchillic tecae nonsequi 
doloris unt escim quaecab incturest, quaectur ario. Atendiaeped quam la quid que neces aute 
pra eum quas quis quo bearciati voluptu riandandia sequi aut quibus recuptatur, nus, qui untis 
id maximenes dolorem poremporem im volorese voluptas et alit rest, vendict atiandunt et, et 
mo cuptaque lab imenimi nvenis eium seque molentio comnimin essimos andestiis aut eiciet 
officit iumqui nullabores et ut aut imi, odia as dem re lab is susanda eseresequid quiaest 
minveri quamus. 

Apelenducid quatium adis provit volupiet aliqui ad que rehenit odiatium quis quae. Ut a volorit 
fugitiunt aboreicia ducipsam simusam et maio. Ut lit et ulparum ut eosam, ut elluptam dent 
alictini ut delecti ssequis excearc hictemquas ut aut molorem quis con ratet ma quo tern 
facepel molorecto efficient quae corendit hiliquid ut utesequid et aut verro voluptur, niende 
di officilliqui omnim eation cum, ommolup tatusap itatent et laborum repelendit quia vellam 
adipit et ant fugit es et ipsum illaborem suntio est, sent perumquo optaecture pa dis dolorat 
quasitae. Nam que iur rehenditio ipsam quibustis reicipsam rerector aut inimenis aut aut ut 
as et ut rae core pra qui quam landis evelique perspiendae derum adi nuscim raeperibus sit 
autempossit, simpore ratur? 

One re ni ad eaqui conseni hillore 「 cima 旨 n ihicium fu 旨 a. Itatem etur ra sundita tquunt ut velent 
quunt qui consequi sum ut quod ex evelest quos eveliquiam fuga. Ovid undusa cuptatius si 
cuptatum, omnimpo ribuscias et ra dolorem. Git magnimo luptibus. 
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